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月
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月
十
日
七
月
九 七
月
九
月二十
一日
ブL
月二
十四日
十
十二日
月
一九
八コ了
八四
年度研究所
所長、
運営委
員および
研究員就
任。
研究所長
針生清人。
研究員
(五
十音順、
O印は
運営委員
〉
阿部
正次
郎
・飯
田
良一
・O飯塚勝重
・池
田雄
一
・今冨
正巳
・大
越公平
・恩田
彰
・菊池良輝
・倉
内
史郎
・小泉允雄
・小林降
夫・
O
小林
忠秀
・佐藤俊雄
・佐
藤三千
夫・真
田
安
・島
袋
勉
・清水浩昭
・
高尾
公矢
・高
津
茂・高
橋
統一
・谷口房
男・
玉口
時雄
・鎮西恒也
・O
中下
正治
・O西村
誠・
新
田幸治
・O芳
賀正
明・平
野
秋­
比嘉佑典
・福鎌忠怨
・船
津富彦
・北
篠祐勝
・本
田
徹
夫・松
本誠
一
・モ
iゼ
ス・
パl
グ・O
山内
四郎
・渡
透
宏
運営委員会
①五十八年
度予
算執行
計画
②五十
八年
度
研究年報
収載原稿
に
ついて
③研究例会
の件
谷
口一
民男研究員「中
国に
おける少
数民族研究
の近
況」
とーくに
西南民
族に関
する出
版物を中心
に|
①一故市村
其=一郎
元所
長告別式報告
②研究年
報収載
原稿
に
ついて
③研究調
査計画立案
西村
誠・
小泉允雄研
究員
「イ
ンド
ネシ
ア
の近
代化
と教育
およびそ
の周
辺」
(ス
ライ
ド使
用
)
池田
雄
一研究員
「中間
滞在
の
一年
」
(スラ
イド使
用)
①研究所長
会議報告
②昭和五十
九年
度研究所予算
要求
に伴なう研
究計
画に
つ
いて
③長期研究計画
に
ついて
④消耗品費
に
ついて
⑤伊知知種鶏場久保
氏来所
の件
⑥研究例会
の件
⑦研究年報
の件
中華
人民共和国
・南関大学歴史学系教授楊
志玖氏が
来
所さ
れ
、
渡辺研
究員と
マルコ
・ポl
ロ研
究
につい
ての
意
見お
よ
び情
報に
つい
て交
換した。
①昭
和五十九年
度予
算要求
に
ついて
②消耗品費に
日日
研究例会運営委員会
日
研究例会
日
研究例会運営委員会運営委員会
十
月二十二日
研究例会
十一
月二十
六日
運営委員会研究例会
二 十
月 月
十七日四日
研究例会運営委員
月
オL
日
運営委員会
月
十七日
総懇
親
一七
。
þ. Zコミ
ついて
③人事
の件
④研究例会
の件
査活動に伴う写真
等の処
理に
ついて
谷旦房一
男
・小林隆夫
・佐藤三
千夫研究員
「中国少数
民族
に
ついて
」
(スラ
イ、
ド使
用
)
⑦昭和
五十
九年度予算要
求に
ついて
高橋統
一研究員
「台湾
の
漢民
族と
高山族」
ハス
ライ
ド使
用)
渡透
宏研究員
「中国人
の
マルコ
・ボ
lロ
観」
①昭和
五十
九年
度研究所予算に
ついて
②今後
の研
湖所運営
の在
り方に
ついて
①研究所
の在
り方に
ついて
報告
@研究年
報
に
ついて
一年
間の
研究
の
回顧と
展望
会計報告
⑤研
究・調
②五十八年
度予
算使用
②研究
所事業報告
③ 
メ弘ヨミ
去る昭
和五十八年
六月八日
夜
、
本研究所元
所長
市村
其三
郎氏が急逝さ
れました。
弦に謹ん
で哀
悼
の意を表
しま
す。
一九
八三年
度寄
贈交換図書
アジ
ア
・ア
フリ
カ語
学院紀要
第一二号
亜細亜
大学教養部紀要
第二
七t二八
号
アジ
ア研
究所紀要
第一
三
号
同所
報
第一
二Ot
一二
三号
アカ
デミア
第一
五
九
t二
ハ一
、
二ハ
五
t一
六六
集
南山大学
歴史と構
造
第一
一号
南山
大学大学院
文化人類
学研究室
アジ
ア公
論
第一
二巻
第
一t一一
一号韓
国
国際文化協会
社会科学ジ
ャー
ナル
第一
一
一巻
第一
一号
、
第二
二巻
国際基督教大学社会
科学研究所
アメ
リカ研
究振興会会報
第四
一号
アメリ
カ研
究振興会
アジ
ア
・ア
フリ
カ語
学院
亜細亜大
学
亜細亜大
学アジ
ア研
究所
ヰ吋
仏
教研究
第一
三
号
国際
仏
教徒協会
文献ジ
ャナール
第二
二
巻第
一、
二一
号
富士
短期大学
富士論
叢
第二
七巻
第二
号
、
第二
八
巻富
士短期
大学学術研究会
文明
第三
七t三九
号
東
海大学文明研究所
仏教
大学
大学
院研究紀要
第
二
号
悌教大
学学会
文化
第四
六巻第三
・四
号、
第
四七
巻
第一
・二
号
東北大学文
学会
日本文化研
究所研
究報告
第一
九
集
東北大学
日本文化研
究施
設
ピル
マ情
報
第三O六
l=二
七号
日本ピ
ルマ
協会
中東通報
第二
八七
t二九
二号
(財)
中東調査会
中東政治経
済ニ
ュスー
第二
三二
t
二五
六号
同
調査
研究報告
第一
七
号
「文
化接触
の諸
相」
学習院大学東洋
文化研究所
中近東文
化セ
ン
ター
研究会報
告
M
4「
アラ
ブとア
ジ
ャム
」(
財)中近東文
化セ
ンタ
ー
福岡大学
研究所報告
第六
1七号
福岡大学研究所
語学研究
第一二
一一t三五
号
拓殖大学語学研究所
言語文化
創刊号
明治学院大
学言語文化研究所
学
習院大学文学部研究年報
第二
九号
学習院
大学文
部文学会
泊圏
第二
二号
泊園記念会
北海道大学文学部紀要
第三
一巻
第二号
、
第三
二巻
第一号
北海道大学
文学部
調研室報
第四
一l
四=
一号
朝日
新聞社調査
研究室
地域
社会教室論集
第一
号
島根大学法文学部地
域社会教室
調査
研究報告
第一
三号
、
第一
七
号
学習院大学
東洋文化研究所
法政大
学
文学部紀
要第
二八
号
法政大学 学部
広島
大学文学部紀要
第四
三巻
、
特輯号第
一t
一二号
広島大
学文学部
広島
修道大学研究叢書
第二
四号
広島
修道大学総合研究所
人文
学報
第一
五
八
t
一六
四号
東京
都立大
学人
文学部
人文論究
第三
二巻
第四号
、
第三
三巻
第一
l三号
関西学院大学人
文学会
紀要
(史
学科
)
第二
八号
中央大学文学部
人文研
紀要
第二号
中央大学
人文科学研究所
中央大学社
会科学研究所
研究報告
中央大学社会科
学研究所
海外事情
第三
一巻
第一
t一
二
号
拓殖大学海外事情研究所
研究所所報
第一
号
同
九州大
学教育学部附属
比較教育文化
研究施
設
慶応義塾大
学言語文化研
究所
熊本商科大学海外事情
研究所
国学院大学
日本文化研究所
国学院大学
日本
文化研究所
海外事情研究所報告
第一
七
号
九州大
学比較教育文化
研究施
設紀要
第一二
回号
慶応義塾大学言語文化研
究所紀要
第一
回
号
海外事情研究
第一
O
巻第
一t
二号
国学院大学
日本文化
研究所紀要
第五
Ot五
一穏
同所
報
第一
九巻第五
t六
号、
第二
O巻第
一1
三号
日本
文学論究
第三
四冊
闘皐院大臣字
国語園
文事会
経済論集
第三
五
t
一二六
号
大東文化
大学経済学会
国立
肇湾大学
康史学系学報
第八期
園立
台湾大学歴史学系
図立
成功大学廃史 系
懸史学報
第九号
圏立成
功大学康史学系
国際関係研究
第五
t六
号
日本
大学国際関係学
部国際関係研究所
研究年報
第一二
集
日本
大学文
理学
部
国際関係学部
研究年報
第四集
日本大学
国際関係学部
史叢
第三
0
1三
二号
日本大
学史学会
研究紀要
第二
七t二八
号
日本
大学人文
科学研究所
国際交流
第九巻
第二
t四
号
国際交流基金
国文学
第六O号
関西大学国文学会
研究年
報
第二
四
・
二五
号
長崎大学東
南アジ
ア研
究所
金沢
大学教養部論集
(人文
科学篇)
第二O
号
金沢
大学教養部
リト
ルワー
ルド年
報
第五号
人間
博物館
リ
トル
ワルード
リト
ルワ
ルー
ド
第一
t
五号
同
国立
民族学博物館研究報告
第七巻第四号
、
第八巻第
一t
一二号
国立
民族学博物館
み
んぱく
第七
巻第
一t一
一一号
、
第八巻第
一口
方
向
民博通信
第一
九
t一一一
一号
同
明治大
学人文科学研
究所年報
第三二号
明治大学
人文
科学研究所
同紀
要第
二一冊
、
別冊
同
明治
大学短期大学紀要
第一ニ
ニt一
二三
号
明治大学短期大学
未来
第一
九
七
t
ニO
八号
未
来社
問題
と研
究
第一
二巻
第五
t
一一
一号
問題と
研究出版
日本イ
ラン
協
会ニ
ュー
ス
昭和五
八
年一
月
t一
一一
月
日本
イラン協
会
七
研究所所報
南方文化
第十輯
天理南
方文化
研究会
追手
門学院大学文学部紀要
第二
ハ集
追手
門学院大学文学部
龍谷大
学仏教文化研究所紀要
第一
一一集
龍谷
大学仏教文化研究所
史料館報
第三
八土ニ九
号
国立
史料館
創大
アジ
ア研
究
第三
t四
号
創価大
学アジ
ア研
究所
産業能率大学紀要
第三
1四
号
産業能率
大学
ωDHUE同
阿見常口丘町C口弘
同ぬぐ昂司
ぐ♀'
日ω
0司Em
d巳〈
-F円巾同ロ臼件目。口氏
。巳『
問。
大正
大学研究紀要
第六八輯
大正
大学文学
部仏教学部
東京女子
大学論集
第一二
三巻
第二
号、
第三 四巻
第一
号
東京女
子大
学
学会
東洋学術研究
第二
二巻
第一
I二
号(
財)
東洋哲学研
究所
東洋史苑
第二
一t
一一一一
号
龍谷
大学東洋史学研
究会
徳島文理
大学研究紀要
第二六t
二七
集
徳島
文理大
学
アフリ
カ関
係文献目録
恥
4京
都大
学ア
フリ
カ地
域研
究調査室
東洋文化
第二八三
・二
八四
号、
第二八
五
号(
財)
無窮会
横浜市立
大学論叢
横浜市立
大学学術研究会
第三
三巻
第三
号、
第三
回巻
第一
号
、
一二号
中央研
究院民族学研究所
集刊
第五
二期
墓北中央研究院民族学研究所
南洋学報
第三
八巻
第一
・
二期
新加
坂南洋学曾
moiodq
え
ω c三宮田忠
〉丘田口
ωZEg
Z
0・
むいω
ω口戸時『
ωgm
ω2
5q
歴史
学研
究報告
第一
八集
東京
大学教養学部
歴史学
研究室
立教大
学アジ
ア
地域研究施設配
架洋書
・洋
雑誌目録
一九
八二年
度
立教大
学アジ
ア
地域綜合
研究施
設
明治大学
人
文科学研究所
東京都立
中央図書館
国立
民族学博物館情
報管理施
設
(財)
中近東
文化
セ
ンタ
ー
園立
豪潟大学隆史墜系
六O)
同
六一)
同
精神
・人
生
(明
治大
学公開文
化講座)
東京都立
中央図書館蔵東
京関係図
書目録
国立
民族学博物館国内資料調査
委員調
査報告集
4
上エ
ジ
プト
の歴
史を
たど
る
王護研
究
(園立喜一趣向大
学文史叢
刊六
二)
関微草
堂筆記研
究(
同
「二十
年
目路之怪
現状」
研
究(
同
白鶴美術
館蔵品図録
kr片山口同ロ
ω宮《】可
思CロDm同国ち宮
〈D--
∞ゆ
ぐc-・
ι・
白鶴美術館
京都大学
七
女性史
(エナ
ジ
小事典
1)
日米文化
の交
流
(エ
ナジ
小ー事典
比較
法
第二O
号
白山哲
学
第一
七
号
白山英米文学
第八号
情報科学論集
第一
一二号
経営論集
第一
一一l二二
号
経営研
究所研
究報告
第八号
経済論集
第八巻第
一
・
二号
、
第九巻
第一
号
東洋大学短期大学紀要
第一
四
号
同論
集日
本文学編
第一
九
号
東洋法学
第二
六巻第
一t
二号
工業
技研
第五号
東洋大学文学
部紀要
(史
学科篇
)
第三
六
集
東洋学研究
第一
七
号
東洋大学大学院紀要
第一
九
号
東洋
大学社会学部紀要
第二
ハt二O
号
東洋学論叢
第八号
研究報告
第八号
東洋大学史紀要
第一
号
図説老
人白書
(曲
目田
長宗
・三
浦文夫編〉
新増東園輿
地勝覧
上・中・下
現代
の
エス
プリ
奄美
の神
と村
(上
野和男
・大越
公平編)
中央民族学院学報
人文
科学篇
却
(中
央民族学院報編輯部
)
( 株)
エ
ツソ石
油
同
東洋大
学比較
法研
究所
東洋大学文学部哲学
研究室
向英
米文
学科
東洋大学附
属電
子計算
機セ
ンタ
ー
東洋大学経営
研究所
同
東洋大学経済
研究会
東洋大学短期大学
同
東洋大学法学会
東洋大
学
工
業技術研究所
東洋大学史学科
東洋大学東洋学
研究所
東洋大学大学院
東洋大学社会学
部
東洋大学仏
教学科
・中
哲文学科
東洋大学経済研究所
東洋大学百年史編纂室
清水
浩昭
清水
浩昭
大越
公平
谷口
一男男
2 '-J
一九
八三年
度購
入国書目
録
岩波
日中
辞典
(倉石武
四郎
・折
敷瀬
輿編)、
シルク
・
ロl
ド地帯
の自
然の
変遷
(保
柳睦美〉、
イギ
リス
の航
海と植民
付
(ジ
エン
キンソ
ン等
)、
会津藩家世
実紀
第九巻
(吉川弘文館)、
唐令拾遺
・唐宋法律文書
の研
究
・中関身分法史
(仁井
田陸
)、
沖縄
文化
の研
究
(塚
田清
策)、
中国八十民
族体質調査報告
(中国
人笑学会編)、
東夷襟
考
(李白風
)、
百越民
族史論集
(百越
民族史研究会
編)、
辞海!
地理八万
冊
・中
国地理
、
辞海|民族分冊l、
撤挫
族筒史、
歴史地理
第二輯
、
もっと
知りた
いフ
ィリ
ピン
(綾
部恒雄
・永積昭編〉
、
新
ワ
リ
マル
大
辞典
上
・下
、
東
洋
学
文
献類自
一九
八0
年
度
(京都大
学人文
科
学
研
究所附
属
東
洋
翠文献
セ
ンタ
ー
中
国
少数
民族
語
言簡
士 山川一
布(
独占必語、
保安語
、法
斡余語、
東部裕闘語、
蒙古語
、信倍語、
蔵語)、
中国少数民
族社会厨史調査資料必刊
(白
族、
布朗族
、云
南苗族、
落族〉
、
東南
アジ
ア
・インドの
社会
と文
化
上・下
(山本
達郎博
士古
稀
記念論晶表編集委員会
)、
沖縄歴史地図
歴
史篇
・
考古篇
(宮城
栄昌
・高官康
衛編)、
現代独
和辞典
(ロベ
ル
ト・
シン
チン
ゲル
等)
、
中園児史学年鑑
一九
八二
、
もっと
知り
たいピ
ル
マ(
綾部恒雄
・永積昭編)、
現代朝鮮語辞典
(天
理大
学朝鮮学科
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